
発行日：2021年10月20日｜著者 UNHCRアジア太平洋地域局
1出典 OCHA: https://www.humanitarianresponse.info/en/operations/afghanistan/idps 
2新規入国者には、タジキスタン（5,420人）、イラン（19,640人）パキスタン（19,470人）でUNHCRやパートナー団体に接触した人と、2021年1月1日以降、国境付近でイラン当局により拘留されて
いたアフガン人（3,650人）のデータが含まれるが、後者グループのうち現在もイラン国内にとどまっているのは807人。インタビューを受けた人の大多数は、安全上の懸念を理由にアフガニスタンを
離れたと回答。国際的な保護を必要とするアフガン人の全体数はさらに多いと推定される。全体数の増加は、必ずしも同時期の避難民数に比例しているわけではなく、あくまでも評価日の統計データ
を反映している。

 概要 
� 現在、UNHCRはアフガニスタン全土で緊急支援の規模を拡大している。ここ2週間は、緊急シェルター、
毛布、ソーラーパネルの配布、もっとも脆弱な人々に対する現金給付などを行っている。報告期間中は6万
人以上、今年に入ってからこれまで50万人近くの避難民に支援を届けている（以下参照）。

� UNHCRは、この２週間で660世帯の国内避難民の出身地（特に北部地域）への帰還を支援。これらの帰還民に
対して、1世帯あたり交通費200米ドルと帰還後の社会復帰を目的に400米ドルの現金給付を実施している。さ
らに、UNHCRは10月末までに少なくとも280世帯の中央高地地域への帰還を支援する予定。戦闘が終結して以
来、UNHCRは約15万8,000人の避難民が出身地域へ帰還しているとの報告を受けており、このうち約7万7,000
人の国内避難民は、医療、教育、生計向上やインフラ整備などを通してコミュニティの安定化および支援を行
うUNHCRの開発プロジェクトが実施されている21の優先帰還・再統合地域（PARRs）に帰還している。

� UNHCRはアフガニスタンへ迅速に人道支援を届けるために、近隣国ウズベキスタンのテルメズに物流拠点を設
置し、追加の物資を準備している。報告期間中、主要なシェルター物資を積んだUNHCRのチャーター便が3機
テルメズに着陸した。これらの緊急援助物資は、今後アフガニスタンのマザリ・シャリフにトラックで輸送さ
れる予定。

� UNHCRとUPSの協働により、チャーター便はドバイにあるUNHCRの備蓄倉庫から100トンの緊急援助物資（主
にシェルター用品、調理器具セット、プラスチックの防水シート）を運び入れた。UNHCRはこれらの物資で
12万5,000人以上の国内避難民を支援する用意がある。もっともニーズが高い人々に命を守る支援を届けるた
めにも、厳しい冬を迎える前に緊急援助物資が到着することが極めて重要である。

 220万人
2020年12月31日時点、近隣国へ避難したアフガン難民・
庇護希望者の推定人数

 4万8,180人
2021年1月1日以降、国際的な保護を必要とし、新た
に近隣国へ逃れたアフガン難民の推定人数2

UNHCRアジア太平洋地域局 
速報：アフガニスタン情勢 #8 

2021年10月1-15日付

数字で見るアフガニスタン 

 290万人
2020年12月31日時点、アフガニス
タンの紛争により発生した国内避
難民の推定人数

 66万7,832人
2021年1月1日以降、紛争によ
り新たに発生した国内避難民の
推定人数1 

 7万2,375人
2021年10月17日時点、
国内にいる難民・庇護希望者
の推定人数

2021年：UNHCRの緊急支援活動の概要
（10月15日現在）

配布された家族用
テントの数

支援対象地域支援対象者

200張｜1万2,900張

6万4,100人｜44万6,900人 25｜34

3万3,200人｜22万600人
1万3,600人｜2万4,400人 4,300人 ｜4,300人

3,400人｜6,100人 2,100人｜ 4万5,900人

主要な援助物資の受給者 保護を目的とした
現金給付支援の受給者

シェルター・家賃の
ための現金給付支援
の受給者

ソーラーパネルの配布に
より支援された人の数

生理用衛生キットを受
け取った女性と女児

凡例：報告期間中（10月1日～15日）に届けた支援｜2021年に届けた支援

https://twitter.com/iBabarBaloch/status/1449294221249236993
https://twitter.com/LauraLaneUPS/status/1449085142102851592
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� UNHCRアフガニスタン事務所が管理する、保護に関するお問い合わせ専用のホットライン（フリーダイヤルの
相談窓口）とメールボックスへの連絡は9月に入ってから2万1,000件を超え、1日の平均は600件ほどに上る。問
い合わせには保護を担当するUNHCRスタッフが対応している。最も脆弱な状態にあるアフガン人のケースを確
認し、直接回答もしくは適切なサービスや支援への照会を行っている。またUNHCRは、この数週間でさらに高
まっている人道支援のニーズに応じて緊急事態対応スタッフを派遣し、支援体制の強化に取り組んでいる。

� これらの問い合わせは、障がい者や高齢者、女性世帯主世帯、未亡人、LGBTI当事者などからも寄せられてい
る。マイノリティの方からの問い合わせ件数が増えているほか、職種によって仕事への復帰が許されない女性
や、教育が中断された女子学生からの相談などもみられる。

地域情報 
� UNHCRは各国に対し、安全を求め避難する人々のために国境を開放しておくよう引き続き呼びかけるとともに、

関係当局に対して、「アフガニスタンへの帰還に関するUNHCRの見解」に従い、アフガン人の強制帰還を禁止す
るよう再度注意を呼びかけた。

� UNHCRは今年に入ってから、新たに近隣国に逃れ、国際的な保護を必要とする可能性のあるアフガン人を約4万
8,000人記録しているが、実際の数はさらに多いと推定される。UNHCRの調査に応じた人の大多数は、安全上の
懸念を理由にアフガニスタンを離れたと報告している。新規入国者への聞き取り調査からはシェルター、食料、
身分証明書や登録書、生計向上など、生活再建に向けた基礎的な支援を必要としていることが明らかとなった。
この中でも、渡航書類を所持していないイラン在住のアフガン人の多くは、拘留やアフガニスタンへの強制帰還
の可能性に対する懸念を訴えている。

� パキスタンとアフガニスタンの国境を陸路で結ぶ公式な通過地点のひとつであるチャマンースピン・ボルダック
では、10日連続の閉鎖状態が続いている（10月15日時点）。この状況を受けて、地方自治体や関係者の会合が開
かれた。UNHCRは同国境地点を閉鎖する理由について公式な報告を受けておらず、引き続き関係当局に情報の開
示を求めている。閉鎖状態が続く一方で、10月9日にパキスタン政府より送られた人道支援物資を積んだトラッ
ク数台の入国が許可された。

� パキスタンとアフガニスタンを陸路で結ぶトルハム国境地点でも、通行規制が続いている。先週、国境付近で入
国許可の簡素化・解除を求める地元住民や商人の抗議活動が報告されている。
� イランでは、アフガニスタンとの国境を跨ぐ検問所をほとんど閉鎖している（アフガニスタンのパスポートやイ
ランへの有効なビザを所持する場合を除く）。その一方で、現地メディアはイラン当局の情報をもとに、1日あ
たり4,000～5,000人のアフガン難民が新たにイランに入国していると推定しており、ドガロンなどの国境地点か
らは1日あたり約1,200人の入国が報じられている。現在、UNHCRはイランとの国境地点へアクセスできないた
め、報告されている人数を確認できていないものの、UNHCRの調査に応じた人のうち、81％がこのような国境地
点を経由してイランに入国したと回答している。これは以前の報告から75%の増加となる。

UNHCR、ウズベキスタン経由でアフガニスタンへ援助物資を届ける代替ルートを開設。10月15日、UNHCRの緊急援助物資を積
んだ飛行機がウズベキスタンのテルメズに着陸した。命綱となる援助物資の空輸作業は、アフガン人一人ひとりに緊急支援を
届けるために重要な大規模オペレーションである。 © UNHCR/Elyor Nemat 
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        x,xxx Estimated internal displacement within Afghanistan
since 1 January 2021

Registered refugees and asylum-seekers from

Afghanistan in neighbouring countries

as of 31 December 2020

xx,xxx

Estimated number of IDPs within Afghanistan 
as of 31 December 2020

xx,xxx

Estimated newly arrived Afghan refugees
to neighboring countries since 1 January 2021
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 Registered Afghan refugees PoR card holders.
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 Registered Afghan refugees Amayesh card holders.
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 Includes the number of Afghans who recently approached 

UNHCR since the end of June, as well as the Afghans who were 

hosted by the Iranian authorities at border locations, although most
of the latter group have returned.
4

 Number of Afghans reported by key informants.

Legend

Estimated number of irregular arrivals of Afghans
into Iran reported by the authorities, which is up to
three times the previously estimated daily average

x,xxx
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Data sources: UNHCR operations, OCHA   |    Author: UNHCR Regional Bureau for Asia and the Pacific (RBAP)    
For feedback and clarifications, please write to UNHCR RBAP at < rbapdima@unhcr.org > 

Arrows do not reflect the routes but only indicate outflow movement.
The boundaries and names shown and the designations used on this map do not imply official endorsement or acceptance by the United Nations.
Dotted line represents approximately the Line of Control in Jammu and Kashmir agreed upon by India and Pakistan. The final status of Jammu and Kashmir has not yet been agreed upon by the parties.  




